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流
水
型
ダ
ム

　

い
つ
の
時
代
で
も
日
本
列
島
は
豪
雨
、
台
風
、
高
潮
な
ど
の
水
害
に
襲
わ
れ
る
。

水
害
に
遭
遇
し
た
人
々
は
そ
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
う
。
シ
ネ
マ
『
み
を
つ
く
し
料

理
帖
』
は
、
享
和
２
年
（
１
８
０
２
）、
８
歳
の
澪
と
野
江
は
姉
妹
の
よ
う
な
仲
よ
し
の

二
人
で
、
大
坂
を
襲
っ
た
大
洪
水
に
よ
っ
て
両
親
を
亡
く
し
た
。
澪
は
江
戸
の
神
田

の
蕎
麦
処
「
つ
る
家
」
で
料
理
人
に
、
野
江
は
吉
原
の
遊
郭
に
買
い
取
ら
れ
花
魁
と

な
る
物
語
で
あ
る
。
水
害
は
非
情
で
あ
り
、
二
人
の
運
命
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。

　

今
年
（
２
０
２
０
）
７
月
、
熊
本
県
球
磨
川
大
水
害
が
起
こ
っ
た
。
死
者
65
名
、
９

０
０
０
棟
を
超
え
る
家
屋
被
害
が
発
生
し
た
。
球
磨
川
の
水
害
防
除
の
た
め
、
中
止
し

て
い
た
川
辺
川
ダ
ム
の
建
設
が
流
水
型
ダ
ム
と
し
て
再
度
持
ち
あ
が
っ
て
き
た
。

　

池
田
駿
介
・
小
松
利
光
・
角 

哲
也
編
『
流
水
型
ダ
ム
―
防
災
と
環
境
の
調
和
に
向

け
て
―
』（
技
報
堂
出
版
・
２
０
１
７
）
に
は
、
流
水
型
ダ
ム
と
し
て
、
イ
ラ
ン
、
フ
ラ
ン

ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
事
例
を
掲
げ
、
日
本
で
は
、
益
田
川
ダ
ム
、
辰

巳
ダ
ム
、
西
之
谷
ダ
ム
、
農
地
防
災
ダ
ム
事
例
を
挙
げ
て
い
る
。

　

流
水
型
ダ
ム
（
穴
あ
き
ダ
ム
）
は
、
ダ
ム
底
部
近
く
に
洪
水
吐
き
の
穴
が
開
け
ら
れ
、

増
水
時
に
は
自
然
調
節
さ
れ
て
貯
水
位
が
上
が
る
が
、
減
水
時
に
は
貯
水
位
が
低
下

し
て
通
常
の
河
川
の
状
態
に
戻
る
。
こ
の
た
め
、
貯
水
型
ダ
ム
と
異
な
り
、
ほ
ぼ
通

常
の
河
川
状
態
が
維
持
さ
れ
て
水
質
の
劣
化
が
生
じ
ず
、
流
水
・
土
砂
や
魚
の
移
動

に
つ
い
て
の
連
続
性
が
保
た
れ
る
な
ど
、
自
然
に
優
し
い
ダ
ム
と
力
説
す
る
。

　

流
水
型
ダ
ム
と
し
て
本
格
的
に
施
工
さ
れ
た
益
田
川
ダ
ム
に
つ
い
て
、
島
根
県
編
・

発
行
『
益
田
川
ダ
ム
工
事
誌
』（
２
０
０
８
）
が
あ
る
。

日
本
の
ダ
ム
建
設
史

　

日
本
の
15
ｍ
以
上
の
高
さ
の
ダ
ム
数
は
３
０
０
０
基
ほ
ど
で
、
型
式
は
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、
ア
ー
チ
式
、
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
、
ア
ー
ス
、
バ
ッ
ト
レ
ス
ダ
ム
な
ど
が
あ
り
、
目

的
は
治
水
、
利
水
と
し
て
の
農
業
用
水
、
水
道
用
水
、
工
業
用
水
、
発
電
用
水
、
環
境
用

水
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
２
つ
以
上
の
目
的
を
も
っ
た
ダ
ム
を
多
目
的
ダ
ム
と
い
う
。

　

豊
田
高
司
編
・
岡
野
眞
久
ほ
か
著
『
に
っ
ぽ
ん
ダ
ム
物
語
』（
山
海
堂
・
２
０
０
６
）
は
、

ダ
ム
の
役
割
と
影
響
を
歴
史
的
に
検
証
し
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
今
後
の
ダ
ム
の
あ

り
方
を
提
示
す
る
。
ダ
ム
が
果
た
し
て
き
た
役
割
と
し
て
、
水
田
稲
作
に
お
け
る
農

業
用
水
、
近
代
都
市
の
発
達
と
水
道
用
水
、
近
代
産
業
の
発
展
と
発
電
ダ
ム
、
戦
後

復
興
と
多
目
的
ダ
ム
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
ダ
ム
が
も
た
ら
す
影
響
と
そ
の
対
策
、

水
源
地
域
へ
の
社
会
的
影
響
と
そ
の
対
策
、
水
利
権
へ
の
影
響
と
対
策
、
生
物
生
息

環
境
へ
の
影
響
と
そ
の
対
策
を
論
じ
る
。

　

高
崎
哲
郎
著
『
湖
水
を
拓
く
―
日
本
の
ダ
ム
建
設
史
』（
鹿
島
出
版
会
・
２
０
０
６
）
で

は
、
ダ
ム
に
は
５
つ
の
顔
が
あ
る
と
い
う
。

　

①
有
史
以
来
日
本
の
経
済
・
文
化
・
人
口
を
支
え
た
農
業
ダ
ム
の
果
た
し
た
役
割

で
あ
る
。
②
明
治
期
の
開
国
間
も
な
い
時
期
以
降
、
港
湾
都
市
を
中
心
と
す
る
都
市

の
衛
生
面
を
支
え
た
上
水
道
の
水
源
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
③
明
治
・
大
正
・
昭

和
前
期
に
お
け
る
日
本
の
生
活
・
産
業
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
で
過
半
を
担
っ
た
水
力

発
電
に
果
た
し
た
発
電
ダ
ム
の
役
割
で
あ
る
。
④
洪
水
調
節
を
含
む
多
目
的
ダ
ム
建

設
が
第
二
次
世
界
大
戦
復
興
に
果
た
し
た
役
割
で
あ
る
。
安
全
性
ば
か
り
で
な
く
食

糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
す
る
中
で
、
食
糧
増
産
と
電
源
開
発
促
進
を
治
水
と
併
せ

て
解
決
手
段
と
し
て
、
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
を
中
核
と
す
る
国
土
総
合
開
発
が
進
め

ら
れ
た
。
⑤
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
大
都
市
へ
の
人
口
・
産
業
の
集
中
に
対
し

て
要
請
さ
れ
た
都
市
用
水
水
源
と
し
て
、
同
時
に
大
都
市
の
治
水
の
安
全
度
向
上
に

対
す
る
洪
水
調
節
と
し
て
の
ダ
ム
の
役
割
が
あ
る
。
資
料
と
し
て
、
日
本
・
近
現
代

史
の
ダ
ム
建
設
史
と
し
て
、
日
本
最
初
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
布
引
五
本
松
ダ
ム
、

日
本
初
の
ア
ー
チ
ダ
ム
上
椎
葉
ダ
ム
、
日
本
初
の
本
格
的
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
石
淵

ダ
ム
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
先
人
た
ち
の
ダ
ム
づ
く
り
の
苦
労
を
た
ど
る
こ
と

が
で
き
る
。
全
国
ダ
ム
位
置
図
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

古賀 邦雄
  こが  くにお

古賀河川図書館長
水・河川・湖沼関係文献研究会

1967年西南学院大学卒業。水資源開
発公団（現・独立行政法人水資源機構）
に入社。30年間にわたり水・河川・湖
沼関係文献を収集。2001年退職し現
在、日本河川協会、ふくおかの川と水の
会に所属。2008年5月に収集した書籍
を所蔵する「古賀河川図書館」を開設。
平成 26年公益社団法人日本河川協会
の河川功労者表彰を受賞。
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ダ
ム
開
発
史
と
し
て
、
ダ
ム
技
術
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行
『
ダ
ム
技
術
（
Ｎ
Ｏ
・
40
）

―
河
川
総
合
開
発
40
年
の
あ
ゆ
み
』（
１
９
９
０
）、
水
力
技
術
百
年
史
編
纂
委
員
会
編

『
水
力
技
術
百
年
史
』（
電
力
土
木
技
術
協
会
・
１
９
９
２
）、
建
設
省
東
北
地
方
建
設
局
河

川
部
編
・
発
行
『
東
北
の
ダ
ム
五
十
年
史
』（
１
９
９
３
）、
建
設
省
利
根
川
ダ
ム
統
合
管

理
事
務
所
編
・
発
行
『
利
根
川
上
流
ダ
ム
40
年
史
』（
１
９
９
６
）、
水
資
源
開
発
公
団

編
・
発
行
『
水
と
と
も
に
―
水
資
源
開
発
公
団
40
年
の
足
跡
と
新
世
紀
へ
の
飛
翔
』（
２

０
０
６
）、
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
北
部
ダ
ム
事
務
所
編
・
発
行
『
水
と
と
も
に
こ

れ
か
ら
も　

北
部
ダ
ム
事
務
所
30
年
の
あ
ゆ
み
』（
２
０
０
２
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

河
川
行
政
の
転
換

　

ダ
ム
は
日
本
の
経
済
の
発
展
の
た
め
に
右
記
に
掲
げ
た
５
つ
の
役
割
を
も
っ
て
建

設
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
ダ
ム
が
流
域
の
河

川
環
境
の
悪
化
を
も
た
ら
し
、
河
川
行
政
の
転
換
が
な
さ
れ
た
。
お
り
し
も
、
元
ア

メ
リ
カ
開
墾
局
総
裁
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ビ
ア
ー
氏
が
１
９
９
５
年
２
月
15
日
の
日
本
で
の

講
演
で
、
河
川
行
政
の
変
革
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
①
開
墾
局
は
大
規
模
な
水
資

源
開
発
事
業
に
か
か
る
莫
大
な
建
設
お
よ
び
運
転
コ
ス
ト
は
、
そ
の
事
業
の
受
益
者

の
支
払
い
で
は
償
却
し
き
れ
な
く
な
っ
た
。
②
開
発
事
業
の
副
産
物
と
し
て
土
壌
の

塩
害
、
漁
業
の
衰
退
あ
る
い
は
消
滅
、
野
生
生
物
の
消
滅
、
先
住
民
族
文
化
の
破
壊
、

堆
砂
問
題
な
ど
が
生
じ
て
お
り
、
河
川
行
政
の
変
革
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
公
害
対
策
・
環
境
保
全
委
員
会
編
『
川
と
開

発
を
考
え
る
』（
実
教
出
版
・
１
９
９
５
）、
公
共
事
業
チ
ェ
ッ
ク
機
構
を
実
現
す
る
議
員

の
会
編
『
ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ
ダ
ム
開
発
を
や
め
た
の
か
』（
築
地
書
館
・
１
９
９
６
）、
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
Ｌ
・
グ
ラ
フ
ほ
か
著
『
ダ
ム
撤
去
』（
岩
波
書
店
・
２
０
０
４
）
が
あ
る
。
日

本
に
お
い
て
も
脱
ダ
ム
論
が
起
こ
っ
た
。
今
ま
で
の
河
川
法
の
目
的
は
、
人
間
の
た

め
の
治
水
と
利
水
に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
９
９
年
（
平
成
11
）
に
自
然
に
優
し

い
環
境
を
重
視
す
る
こ
と
が
加
わ
り
、
３
つ
の
目
的
に
改
正
さ
れ
た
。

水
力
発
電
の
ダ
ム

　

生
活
や
産
業
の
活
動
で
、
水
と
食
糧
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
３
つ
は
、
絶
対
欠
か
せ
な

い
。
水
か
ら
食
糧
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
生
み
出
さ
れ
る
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
な

水
力
発
電
ダ
ム
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　

竹
村
公
太
郎
著
『
水
力
発
電
が
日
本
を
救
う
』（
東
洋
経
済
新
報
社
・
２
０
１
６
）
で
は
、

今
あ
る
ダ
ム
で
年
間
２
兆
円
超
の
電
力
を
増
や
せ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
水
害
予

防
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
水
位
を
落
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
ダ
ム
に
溜
め
て
水
力
発

電
に
利
用
し
、
水
害
が
起
こ
る
よ
う
な
と
き
に
は
落
と
せ
ば
い
い
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
有
効
的
な
ダ
ム
利
用
で
２
兆
円
超
が
生
み
出
さ
れ
る
。
こ
れ

に
は
ダ
ム
管
理
規
程
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
に
お
け
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
占
め
る
割
合
は
石
油
41
％
、
石
炭
26

％
、
天
然
ガ
ス
22
％
、
原
子
力
１
％
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
５
％
と
な
っ
て
お
り
、

水
力
発
電
は
４
％
に
過
ぎ
な
い
。

　

国
土
文
化
研
究
所
編
『
今
こ
そ
問
う 

水
力
発
電
の
価
値
―
そ
の
恵
み
を
未
来
に
生

か
す
た
め
に
』（
技
報
堂
出
版
・
２
０
１
９
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
水
力
発
電
を
発
信
す
る
。

　

①
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
的
な
電
源
で
あ
る
。
②
水
力
発
電
の
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
は
、
設
備
建
設
時
の
間
接
的
排
出
量
を
含
め
て
も
わ
ず
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
水
力
発
電
は
環
境
負
荷
が
小
さ
い
。
③
水

力
発
電
は
、
地
域
社
会
に
根
ざ
し
た
水
力
開
発
を
行
な
う
こ
と
で
、
地
方
に
経
済
的

お
よ
び
社
会
的
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
有
し
て
い
る
。
④
地
域
の
環
境
に
調

和
し
た
水
力
発
電
施
設
を
設
置
・
運
営
す
る
た
め
に
は
、
水
力
発
電
施
設
を
計
画
、

設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
す
る
た
め
の
技
術
力
を
も
っ
た
人
材
が
必
要
で
あ
る
。
⑤

水
力
発
電
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
減
水
区
間
が
生
じ
、
河
川
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

す
。
河
川
維
持
流
量
の
確
保
と
河
川
環
境
の
保
全
を
両
立
さ
せ
る
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
⑥
既
設
ダ
ム
の
活
用
、
ダ
ム
運
用
の
高
度
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
⑦
ダ

ム
の
再
開
発
に
よ
る
嵩
上
げ
に
よ
っ
て
、
貯
水
水
位
を
増
加
し
て
、
水
力
発
電
に
利

活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
⑧
ダ
ム
の
ア
キ
レ
ス
腱
は
堆
砂
問
題
で
あ
る
。
宇
奈
月
ダ

ム
の
排
砂
ゲ
ー
ト
を
用
い
た
連
携
排
砂
、
小
渋
ダ
ム
の
排
砂
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
、

土
砂
を
輸
送
す
る
低
コ
ス
ト
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

水
力
発
電
に
つ
い
て
は
木
曽
川
の
水
力
発
電
開
発
の
茂
吉
雅
典
著
『
水
燃
え
て
輝

く
』（
岐
阜
新
聞
社
・
２
０
０
９
）、
黒
川
静
夫
著
『
三
重
の
水
力
発
電
』（
三
重
県
良
書
出
版

会
・
１
９
９
７
）
が
あ
る
。

ダ
ム
の
書
の
あ
れ
こ
れ

　

ダ
ム
に
関
す
る
書
に
つ
い
て
、
ラ
ン
ダ
ム
に
挙
げ
て
み
る
。

　

竹
林
征
三
著
『
ダ
ム
と
堤
防
』（
鹿
島
出
版
会
・
２
０
１
１
）
は
、
水
害
が
起
こ
り
や
す

い
日
本
列
島
に
ダ
ム
な
ど
で
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
。
西
松
建
設
「
ダ
ム
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
著
『
巨
大
ダ
ム
の
“
な
ぜ
”
を
科
学
す
る
』（
ア
ー
ク
出
版
・
２
０
１

４
）
は
、
ダ
ム
施
工
に
関
す
る
材
料
か
ら
施
工
法
ま
で
最
新
最
強
の
ダ
ム
技
術
が
基
礎

か
ら
わ
か
る
書
で
あ
る
。
宮
島
咲
著
『
ダ
ム
の
教
本
』（
秀
和
シ
ス
テ
ム
・
２
０
１
８
）
は
、

ダ
ム
の
基
礎
構
造
、
提
体
・
堤
高
・
基
礎
地
盤
・
減
勢
工
・
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ダ
ム
・
ア
ー
ス
ダ
ム
な
ど
を
解
説
す
る
。
虫
明
功
臣
ほ
か
著
『
ダ
ム
と
緑
の
ダ
ム
』（
日

経
Ｂ
Ｐ
・
２
０
１
９
）
は
、
水
災
害
に
挑
む
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ダ
ム
と
森
林
が
手
を

結
ぶ
。
川
崎
秀
明
著
『
日
本
の
ダ
ム
美
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
２
０
１
８
）
は
、
日
本
の

近
代
化
を
支
え
た
石
積
み
堰
堤
を
探
求
す
る
。

　

終
わ
り
に
、
児
童
書
と
し
て
溝
渕
利
明
監
修
『
見
学
し
よ
う
工
事
現
場
〈
３
〉
ダ

ム
』（
ほ
る
ぷ
出
版
・
２
０
１
１
）、
福
手 

勤
監
修
『
ダ
ム
の
た
ん
け
ん
』（
星
の
環
会
・
２

０
１
９
）、
前
川
康
男
著
『
黒
部
ダ
ム
物
語
』（
あ
か
ね
書
房
・
１
９
６
３
年
）
を
挙
げ
る
。

　
〈
黒
四
の
慰
霊
碑
に
ぬ
ぐ
登
山
帽
〉 （
田
口
晶
子
）


